
事 項｜ 籾がら成型マットを利用した水稲の育苗と移植技術

稲作作業の中で育苗時の労働強度は大きく、その省力化とともに軽労化の技術開発が重

ね ら し，I要となっている。一方、最近は育苗土として利用されてきた優良な黒ボク土の入手が困難
になりつつあり、これに替わる育苗土代替資材の開発が急務となっている。新しく開発さ

れた籾がらを原料とした「もみがら成型マット」は、育苗床土の代替となり、苗箱の軽量

化による育苗作業の省力化、軽労化に役立つ資材である。

このため、「もみがら成型マット」の特性を踏まえた中百育苗法と移植技術について検討

した結果、成果が得られたので参考に供する。

1 育苗

(1）置床被覆育苗方式の場合

ア は種量及び催芽、水管理、温度管理等は慣行に準ずる。

指 ｜ イ は種時の箱当たりのかん水量は1.5 Q程度とする。

ウ 覆土に粒状培土を用い、覆土量は慣行より多めの1.35kg （厚さ1cm）程度とする。

導 ｜ エ 追肥は不要であるが、育苗後半に葉色が淡い場合は箱当たり窒素成分量lgの1回

追肥を行う。
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(2）プール育苗方式の場合（軽労化を重視した場合）

ア は種量及び催芽程度は慣行に準ずる。

イ 覆土に籾がらくん炭と粒状培土を 3: 1 （容量比）の割合で混合した培土を用い、

覆土量は慣行量と同容量とする。

ウ は種時のかん水は行わず、湛水したプールで、底面給水する D 覆土まで、十分給水し

たらプール内の水を排水し、以降は慣行のプール育苗に準じた水管理、温度管理等

とする。

エ 追肥は葉色を見て2回程度行う。 1回の箱当たり窒素成分量は 1gとする。

2 移植

いずれの育苗方式で育苗した苗も同様で、慣行田植機（土付きマット苗用）を用い、

慣行の中苗に準じて移植する。

育苗作業時、移植作業時の労働負担を軽減できる。また、育苦土の使用量節減と資源循

期待される効果｜環により環境保全型農業に寄与する。

利用上の注意事項

担当

発表文献等

1 本資料の「もみがら成型マットjは、粉砕籾がらを主原料として長さ58cm、幅28cm、

厚さ14mmに成型したもので、質量が400g前後、窒素成分量1.5g含有のものである。粒状

培土は、窒素成分量1.2g （培土2.5kg当たり）含有、粒径0.1～4. 0mmのものである。

2 置床被覆育百方式においては、かん水量が不足すると根上がりが起こりやすいので、

は種プラントを用いてかん水する場合には、かん水ノミイプを 2か所設置し、設置間隔を

1本目のかん水が十分に吸水してから 2本目がかん水されるよ う調整する。

3 田植機の機種によっては苗載せ台上における苗の滑りが悪い場合がある。
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【根拠となった主要な試験結果】

表 1 は種時のかん水量・覆土量と根上がり程度（平成13年 青森農林総研）

育苗方式 床土 覆 土
かん水量 覆土量

根上がり程度
は種完了時の

( Q/箱） (kg／箱） 苗箱重（kg)

1. 0 1. 35 多

置床被覆
もみがら

粒状培土
1. 5 1. 00 少

成型マッ ト 1. 5 1. 35 鉦 3. 88 

2.0 1. 35 鉦

（注）1 粒状培土はクレハ粒状培土 （以下同様）

2 f共試品種は「つがるロマン」 （以下同様）
3 は種完了時の百箱重は覆土量1.4kgのときのものである

4 床土、 覆土ともに黒ボク土の場合のは種完了時苗箱重は約 5kgて、ある

表2 覆土のくん炭と粒状培土の配合割合と育苗時の障害程度及び苗箱重 （平成15年 青森農林総研）

育苗方式 床土 覆 土 ；（く配ん合炭割：培合土）

もみがら くん炭

プーノレ 成型マット ＋粒状培土

黒ボク土 黒ボク土

（注） 1 くん炭は籾殻くん炭。以下同様

2 配合割合は容量比

9 : 1 

3 1 

1 1 

持覆ち上土のがり 度出牙と遅苗れの揃の程い 個第2体葉割の合変（見色） 

有 無、良好 57 

有 小、 良好 。
鉦 大、 不良 3 

3 覆土の持ち上がり「有」は、覆土が板状に固まったものではないため、軽い振動で容易に解消した

箱下の
根がらみ
鉦

値

盤

4 出芽遅れは、は種後5日目で出芽揃いとなったものを「無」、6日目を「小J、7日目以降を「大」とした

5 第2葉の変色は葉先の褐変又は紅変が主であった

6 育百箱は慣行中苗箱（穴径3.7問、穴数1769(61×29）個）を使用した

苗箱童 (kg) 

は種完了時 移植時

2. 23 3.96 

2. 55 4. 32 

2.91 5.36 

4. 70 5. 10 

表3 苗の生育 （平成13、15年 青森農林総研）

育苗方式 床土 覆 土
追肥時期 窒素総量
（葉期） （只／箱）

もみがら
粒状培土

なし 1. 5+ 1. 3+0 

置床被覆 成型マッ ト 1. 5 1.5+1.3+1.。
黒ボク土 1. 5及び2.0 1. 0+0+2. 0 

プーノレ もみがら く粒ん炭状培
成型マッ ト＋ 土

1. 5及び2.0 1. 5+0. 25+2.。
（注）1 置床被覆育苗はは種後33日目、プール育苗はは種後29日目の調査

2 窒素総量は床土由来＋覆土由来十追肥由来

3 追肥は硫安溶液かん注

百長 莱齢 第2（葉cm鞘）長 充実度 備 考
(cm) （葉） (mg/cm) 試験年次

14. 9 3.3 4.6 1. 66 

17. 7 3.4 5.0 1. 56 平成13年

13.8 3.2 4. 8 1. 58 

13.9 3. 0 4. 8 1. 79 平成15年

表4 田植機による移植精度 （平成13、15年 青森農林総研）

育苗方式 区分
植付本数 損傷田率（%） 欠株率（%） 備
（本／株） 折れ苗 切れ苗 機械的欠株 浮苗欠株 埋没欠株 試験年次

置床被覆
もみがら成型マッ ト 3. 7 0. 1 0. 1 1. 3 1. 0 0.5 

平成13年
黒ボク土 3. 7 0. 1 0. 1 1. 0 0. 3 。

プーノレ もみがら成型マッ ト 3. 7 1. 0 2.5 4. 9 0. 1 。 平成15年
（注） 扉試I主ー雇榛冠I社PA53HDQF¥V（平成13年）、 PGSD（平成15年）で、いず瓦否扇存ゐ中苗と向設定で田植えを行った

（参考）
資材費 （推定価格）

置床被覆育苗方式
フ。ーノレ育苗方式

慣行育苗方式

4,168円／10a （もみがら成型マット＋粒状培土）
3,874円／10a （もみがら成型マット＋籾がらく ん炭＋粒状培土＋育苗用肥料）
4,250円／10a （肥料入り育苗培土）
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